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あおぞら会議について 

令和 4年 7月 21日（木）に開催されました「あおぞら会議」の概要は、次のと

おりです。 

 

１ 日時 令和 4年 7月 21日（木） 午後 6時 00分から同 7時 00分まで 

２ 場所 御船町カルチャーセンター 会議室 

３ 参加者 

御船町中山間地域移住定住促進協議会： 

御船町議会：池田議長、中城副議長、増田議員、福本議員、森田議員、 

田上英議員、宮川議員、井藤議員 

※町議会議長、総務文教常任委員会委員、産業厚生常任副委員長 

４ 会議次第 

（１）開会（中城副議長） 

（２）議長挨拶（池田議長） 

（３）御船町中山間地域移住定住促進協議会代表者挨拶（副会長 野口拓哉様） 

（４）意見交換（進行：増田議員） 

（５）閉会（中城副議長） 

    

５ 意見交換について 

まず、協議会から事前に提出されていた質問について、順に議会側で答え

ていき、できる限り速やかな進行を行い、意見交換に十分な時間を確保する

よう配慮した。概要は以下のとおりである。 

〇質問１ 

協議会：中山間地域の活性化対策の状況について、町の取組み、今どのよ

うなことをされているのか。また今後どういうことが予定されているのか。

御船町総合計画実施計画の中にある企業誘致は進んでいるのか。 

議会：現在は中山間地域移住定住促進協議会を立ち上げた事以外では、特

に中山間での事業の予定は聞いていないが、要望等は町に提案していきた
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い。参考として人口減少推移について情報提供。 

〇質問２ 

協議会：地域の拠点づくりについて。吉無田でキャンプを行うにも食材を

買うところがないとの声がある。クリーンセンターも出来るのならば、働

く人が弁当などを買える場所が必要ではないか。道の駅について要望はし

ている。議会としての意見を聞きたい。 

協議会：田代東部小で複合施設の利活用考えている。実現したい。大学の

教授、学生等にコミュニティの調査していただき、結果を提言していきた

いが、調査依頼するには経費が伴うのでその時には相談したい。しかし人

口減少も進んでおりもう時間がない。協議会はあるが日常の仕事と並行し

て行 っているため限界がある。町に専門部署が必要である。立ち上げてほ

しい。 

議会： 大学の調査についても SNSの活用が出来るのではないか。専門部署

に関しては、色々な機能の中に共存しながら対応していくのではなく、専

門部署について町になげかけたい。 

〇質問３ 

協議会：移住定住住宅について。移住定住の支援制度の目的を推進して頂 

きたい。具体的には新設の住宅の建設や宅地造成等。また益城町の方では 

移住された方に 100万円の補助等があり、移住定住の成果を聞いている。 

御船町でもこうした取り組みをお願いしたい。人口については危機的な状 

況になっている。小学校の存続を意識した人口対策についてご意見をいた 

だきたい。七滝中央小学校は小規模特認校の制度があるが抜本的な解決に 

は繋がっていない。これについてもどう考えているのか。 

議会： 御船町には現在 100件以上の空き家があり、それを空き家バンクに 

登録を促し、移住定住に繋げていく取り組みをする中で、空き家がすぐ使 

える状況にあるものが少ないということも聞いている。問題は多岐にわた

っている。新たな政策は必要。議会でも中山間地域について議論が少ない。

取り上げていく必要ある。またスクールバスの制度についても抜本的に変
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えていく必要がある。町もそこは前向きに考えている。 

議会：制度があっても何かが課題となって進まない。新設の住宅や宅地造

成等、もっと暮らしやすい環境の整備が必要、交通の利便性など。小学校

の存続は人口減少につながる。御船町の地域公共交通活性化協議会の中で

も小学校の送迎バスの話も出ている。 

〇質問４ 

協議会：移住定住各種支援制度について。都会からの移住希望者はコロナ

も影響して増えている。きちんとした受け皿と政策があれば移住者は増え

る。自然環境を求めてくる人はいる。中山間地域のために力を貸していた

だきたい。 

協議会：移住についてのアプローチはあるが定住についての支援が弱い。

その点も役場に提案して頂きたい。 

協議会：水越地域の存続。訪問介護を水越で行っている。また福祉の新し

い事業も計画しているが、従業員を雇うにしても道が悪い。災害になると

不安。定住された人への支援についてはいかがか。 

議会：環境整備についても取り組まないといけない。すこしでも答えも導

いていけるようにしたい。 

〇質問５ 

協議会： 旧七滝小の解体について。R6に予定があるが、町の回答は曖昧。

説明会を早くしてほしい。R6に解体するなら次の活用も計画していかない

と解体してからでは遅い。 

議会： 地元説明会についてはこちらからも話はしている。校舎については    

大規模半壊で修理は不可能、雨漏りもしているため解体するが、運動場、

体育館は地元のために残す話は聞いている。 

 

 

 

 



 
 

4 

 

 

〇 会議の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


